
5 万分の l 地質図幅

説明書

穂

(札幌一第44号)

ｻu

北海道立地下資源調査所

昭和 62 年 3 月(1 987)



圏庁 ttl
回

III 1・ 11

1411 ・ 1 ・ 17t ， 1

3 旭川 1 ・ 11 2. ・211 2 l 網走

1'~2123 2‘ 314

2.12・ 211• 11.1

2・ 2・ 2・ 31 32 ・ I110.11

33 14135 3・ 12 13114

羽31 3・ 31 4112121122 23i241 i5nr 店瓦
.1142‘3 ・・

31132 3313435131 3113 ・ 2・ 4・ 41
|岬 5141 4714 ・ 4114243144 4514 ・ 4714.41151 51152

5・ 11 52153 s・ 53 5‘ 55 5・ 57 5・ 5・ "・1 u ・2 ・4
In 314 511 111 213 415 • I7 " 1 ・ 11 lul1Jk14

ー・ 1・ 11 12113 1‘ 15 1 ・ 15 11111 !l11I 2・ 21 2212324125q凶
IHlI 1112 ・ 2112223124 2512 ・ 2$13.31132 3313 ・ 35131 31， 13 ・

21121 2112 ・ 3・ 31 32133 1414 ・ ‘1 ‘2 43 “ 4514・ ‘7 ‘'‘'nl.'i71.. 2・ 4・ 41 ・2 43 固 4515 ・ 51152 53154J55

4・ 41 4・ 41 s・5\ 5215354..1..51151 5115 ・ 11111

ι一r.一"""+ω 官宣 'UI!1111283114

同 1・・ E ー・ ・7 ・・
JI'¥141511111 旦号 h

2 j園路

17・ 7・ "・1 I~J 4 事L 鍵

回
J' ・4 川S 句・7

[II
l!!.冶"1l 』!",a



この地質図幅は，北海道総合開発の一環と

して，北海道開発庁の委託により実施したも

のを，北海道においてとりまとめたものである。

昭和62年 3 月

北海道
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5 万分の 1 地質図幅

説明書
穂、 思リ 札幌-第44号

北海道立地下資源調査所

技術吏員 高橋功

万 和田信彦

はしカまき

穂別図幅および説明書は，北海道開発庁の委託により，昭和48年から昭和51

年にかけて延約200日にわたり実施した野外調査の結果を取りまとめたもので

ある.

野外調査は，図幅西部の新第三系分布地域を和田が，東部の白亜系の分布を

中心とした地域は主に高橋が分担して行った.

取りまとめに当り，山形大学海保邦夫博士から有孔虫による微化石層序につ

いて，元穂別町立博物館学芸員鈴木茂氏および穂別町在住の長岡晴道氏から町

管内産出の化石類について，また札幌通産局鉱山部鉱業課からは穂別油田につ

いて御教示を頂いた 上記の方々に心から感謝の意を表する.

I 位置および交通

この図幅は，北緯42°40'-----42ー50' ，東経 142°0''"'-' 142°15' の範聞をしめている.行

政区画では，中央部の大部分は胆振支庁管内穂別町に，西部の厚真川流域は同

厚真町に，そして図幅東南部の沙流川流域は日高支庁管内平取町に，それぞれ

属している.

交通は，中央部の穂別市街地を中心とする穂別町内の鵡川および穂別川に

沿って道道がこの地域を縦貫し，その北東は夕張市に，南部は日高海岸そして

東部の沙流川流域へそれれぞれ連絡している.また，図幅東南部の沙流川沿い

に日高地域と十勝地域を結ぶ国道 237 号線が通じている.このほか，町道・農道・

林道などが整備されており，交通は比較的便利である.なお，国鉄富内線が鵡

川沿いに通じていたが， 1986 年11 月に廃止された.
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II 地形

図幅地域は，標高 500m 以下の丘陵性の山地域と，河川流域に発達する段丘お

よび沖積面の平坦地に大きく 2 分される.

II. I 山 士也

山地は，北に隣接する「紅葉山 J I 日高」両図幅地域の急峻な山地域から漸次

標高を減じながら図幅地域に連なり，南西部では標高 300m 以下の丘陵地とな

る.

早*'

第 l 図切峰面図
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山地には，第 1 図の切峰面図からもあきらかなように，いくつかの特徴がみ

られる. 1 つは図幅北東部は「紅葉山J r 日高」両図幅地域にまたがる蛇紋岩魂

からなる山地の南端部に属し，「紅葉山」図幅東南隅にある坊主山の山麓部が張

り出している.次に図幅中央北部の稲里付近から穂別川を横切り富内西方に，

標高400m 前後の稜線がほぽ NNW-SSE の方向に走り，さらに鵡川をこえて沙

流川流域に伸びている.この稜線は，「紅葉山」図幅の登川付近から連続するも

ので，砂岩を主体とした白亜系の函淵層群から構成されている.第 3 に，図幅

西半部の穂別)I I と厚真川流域の山地は，「紅葉山」図幅地域から張り出すもので，

次の 2 つの稜線で特徴づけられる. 1 つは前に述べた函淵層群を構成する稜線

とほぼ平行に穂別市街地付近に延びるもので，ほぽ古第三系の分布地域と一致

する.もう 1 つはほぼ NE-SW 方向をとり，穂別町と厚真町との境となる稜線

であって，醸岩層をともなう新第三系の川端層の分布と一致する.同様な方向

にのびる山地形は，図幅東南部の穂別町と平取町を境する標高300m を越える

稜線部であり，これも川端層の分布と一致している.

標高300m 以下の丘陵は，図幅西部から東南部へ，以上のべた山地を取りまく

ように分布している.ほぽ200.---.-300m の定高性をしめし，大きく南西方または

南方にゆるやかに高さを減じている.この地域はおもに新第三紀後期の地層で

構成されており，ゆるやかな背斜向斜を繰り返す摺曲構造が地形に反映してい

る.しかしこの丘陵は，標高が低いのにもかかわらず細かい樹枝状の沢型が非

常によく発達しており，開析がかなり進んでいる.

II. 2 河川流域の平坦地

河岸段丘や沖積面など平坦な地形は，図幅中央部を流れる鵡}ll ・西南部の沙

流川流域・鵡川支流の穂別川および厚真川下流域に発達している.とくに鵡川

や沙流川流域には，標高100m.---.-200m の高さに数段の河岸段丘が形成されてお

り，幅広い平坦面となっている.

沖積面は，図幅南部の鵡川や沙流川流域に比較的幅広く発達している.

-3-



第 2 図 鵡川流域に発達する段丘地形

(穂別町市街から鵡川上流を臨む:穂別町提供)

III 地質概説

図幅地域は，図幅北東部・東部に隣接する「日高 J r岩知志」図幅を特徴づけ

た神居古揮構造帯の西側に，また北に隣接する「紅葉山」図幅地域を南限とす

る石狩炭田の南に位置する.ここには白亜紀から古第三紀，新第三紀にわたる

地層が，ほぽ N-S------NNW-SSE にのびる方向で配列し，巨視的にみると東側か

ら西側へ，より新期の地層が分布している.以上の図幅地域の地質構成は，第

1 表のように取りまとめることができる.

神居古浬構造帯に属する岩石類は，蛇紋岩および、ハツタオマナイ層で，図幅

北東隅にわずかにみとめられる.

白亜系は，石狩炭田の基盤を構成するエゾ累層群の南方延長部にあたる.図

幅東半部に分布しており，中部エゾ層群・上部エゾ層群・函淵層群に 3 分され

る.中部エゾ層群は，下限は断層により不明であり，最上部の粗粒相がわずか

に分布するだけである.上部エゾ層群は，大部分が泥質相からなり，アンモナ

イトやイノセラムスなどの大型化石を多産し，酸性凝灰岩を狭在する.中部エ

ゾ層群とは断層関係にある.函淵層群は，上部エゾ層群とは，整合であり，砂

岩を主体とした組粒岩相であって，一部の地域で石炭層を伴う.

古第三系は，北に隣接する「紅葉山図幅」を経て夕張地域から連続している.

石狩炭田の爽炭層である石狩層群は「紅葉山」図幅南部で沈下し，図幅地域に
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第 1 表地質総括表

時代層 序岩 相その他

第苦 現河床堆積物 砂醸・粘土

四更 段丘堆積物 I 砂際

紀新世 段丘堆積物 II 砂陳

鮮新世 荷 菜 層 礁岩 砂右山 *珪藻 出 T血I-ll 高日
新ー シルト岩 ，出

|

|し!醸砂5岩/岩相泥/頁岩上岩E/相部層 醸岩・砂岩 ;B 陀の朱中車王 硬質頁岩 ・起世

第 舞 砂岩・泥岩互層

層 下部頁岩相 硬質頁岩

一新川上部層際岩，砂岩，泥岩互層

端 砂岩・泥岩互層
紀 層下部層

世

滝の上層 泥岩・砂岩 *滝の上動物群
ト一一ートーー--i相自…-・W句旬蘭w、向《炉内，柄叩吋 一基底醸岩ー(石炭) 酸性火山活動一

古事 紅葉山層 砂質シルト岩・砂岩 一中性塩基性火山活動一
第世 トー一一 一一

紀警 幌内層 泥岩 *幌内動物群
ト一一ート一一一+由甲骨字、供，、肉-‘，..内，、内....‘'曲師向「 砂岩・瞭岩

辺富 ~と シルト岩(石炭) • +
白皇エ ー酸性凝灰岩一

ソ 泥岩・シルト岩 アンモナイト
告書上部エゾ層群 イノセラムス 酸性火山活動

亜 l o¥群トー-F 一一
を羊 中部エゾ層群砂岩・泥岩互層 +

高己 トーーーー→一ノ目、前ツ一累タ一層オ群-マFナl'イlr一L 千枚岩質粘板岩 蛇

レ/蛇紋岩 雲

は分布していない.図幅地域の古第三系は，石狩層群より上位の幌内層および

紅葉山層で，石狩炭団地域より連続し，図幅中央部まで追跡される.これより
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南部では函淵層群との断層によって切られ分布していない.これらの地層は，

図幅東北部のエゾ累層群分布域の東側にも挟長な分布がみられる.下位の幌内

層は塊状の泥岩を主体とする岩層からなり，上位の紅葉山層は幌内層から漸移

し砂質シルト岩からなる地層で砂岩・凝灰岩を伴っている.

新第三系は，図幅中央部から南西部にかけて広く分布している.また東部の

神居古浬構造帯を構成する諸岩類とエゾ累層群にはさまれた地域にも発達して

いる.下位から滝の上層・川端層・軽舞層そして荷菜層に分けられ，各地層は

それぞれ整合関係にある.これらは前期中新世後期から鮮新世をしめす海成層

であるが，最下部の滝の上層には基底部に爽炭層を伴う地域もある.層相は滝

の上層と軽舞層の大部分は泥岩層からなるが，その他の地層は全体的に疎岩を

伴う粗粒岩相からなり，川端層はターピ夕、イト層で特徴づけられている.

第四系は，図幅地域の主要河川沿いに発達する段丘堆積物と現河床堆積物で

ある.

図幅地域の地質構造は，ほぼ N勾S-----NW-SE 方向の軸をもっ摺曲構造と，軸部

に伴われる逆断層を主体とした断層に支配されている.白亜系はほぼ直立に近

い複背斜構造を，新第三系は背斜向斜を繰り返し，西方へ漸次ゆるやかな摺曲

構造を形成するが，全体的に摺曲軸面が東に傾く形態を取っている.また白亜

系・古第三系が接する地域は，断層により乱されかなり錯綜した地質構造を呈

している.

IV 神居古津構造帯を構成する諸岩類

図幅北東隅に，隣接する「日高 J r岩知志」の各図幅地域を特徴づけた神居古

漕構造帯の張り出し部がわずかにみられ，先エゾ累層群のハッタオマナイ層お

よび蛇紋岩類が発達している.

IV. I 日高累層群ーハッタオマナイ層ー

図幅北東隅，後述する蛇紋岩帯の西縁に沿ってわずかな分布がみられる.弱

変成を受けた千枚岩質粘板岩を主体とした岩相で，「岩知志」図幅の未分離日高

累層群Aおよび「日高」図幅のハッタオマナイ層A相に類似している.この地
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層は著しく擾乱され，しかも分布が狭く露出が極めて悪いため，その詳細につ

いては不明である.

IV. 2 蛇紋岩類

図幅北東隅，ハッタオマナイ層の東側に分布している.北に隣接する「紅葉

山」図幅地域の坊主山を構成する岩体から続くもので，比較的大きな岩体であ

る.岩体緑辺に葉片状の蛇紋岩もみられるが，主体は暗緑色塊状の蛇紋岩から

なる.原岩はダナイトと考えられている.

V エゾ累層群

エゾ累層群は，図幅東部にその上半部が広く発達している.層相から，下位

より中部エゾ層群・上部エゾ層群・函淵層群に区分される.

v. J 中部エゾ層群ー上層部一

この地層の主な分布は，北に隣接する「紅葉山」図幅地域であるが，図幅地

域ではその延長部が北東部のシユツタノ沢上流部にわずかにみられるにすぎな

い.下限は上部エゾ層群と境する断層により欠如し不明である.この層群を「紅

葉山」図幅地域に追跡すると，古第三系に不整合におおわれている.

岩相は，暗緑色の中粒-粗粒の砂岩を主体とし泥岩をはさむ互層状を呈して

いる.隣接する「日高J r岩知志」図幅地域の中部エソ層群上部層に相当する.

厚さは，下限が不明であるが露出する限り 50m 前後と算定される.

V. 2 上部エゾ層群

図幅東部，シュツタノ沢下流部から富内付近を経てトウナイ川沢沿いにいた

る地域に，ほぽ南北に延びる背斜構造を形成して分布している.また，図幅中

央北部のぺンケオビラルカ沢下流部には，上位の函淵層群や古第三系に断層に

よって挟みこまれたクサピ状の狭長な分布がみられる.下位の中部エゾ層群と

は，シュツタノ沢の背斜東翼部で断層関係にあり，直接の関係はみられない.

層相は，主に暗灰色の塊状泥岩およびシルト岩からなり，この地域では岩相
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による層序区分は困難である.しかし，相対的ではあるが，この層群の下部と

上部にシルト岩相が中部に泥岩相が卓越している.また，上部には約30m の灰

白色~白色の厚い凝灰岩を挟在し鍵層として広く追跡される.全層を通じ，凝

灰岩や砂岩の薄層および石灰質ノジュールを伴いアンモナイトやイノセラムス

など大型化石を産出する.

鍵層として追跡される凝灰岩層は，田中 (1960) により富内橋凝灰岩と呼ば

れたものである.約30m の厚さをもちトサノ沢支流からトウナイ川にかけて追

跡され，更に「岩知志」図幅西部を経て「比宇」図幅地域に連続している.凝

灰岩層は，一般に下部が粗粒の砂質凝灰岩であるが上部は細粒になり泥質凝灰

岩となっている.新鮮なものはかなり堅硬であるが，風化が著しくべントナイ

ト状を呈している場合が多い.鏡下では，火山ガラスを基質として多量の斜長

石を含み，黒雲母・しそ輝石を伴っている.

化石は，アンモナイトやイノセラムスを多産する.富内周辺地域については，

田中 (1960) による詳細な研究がある.図幅地域の上部エゾ層群最下部と考え

られるトサノ沢の背斜軸部から Inoceramus hobeおuensis を産出し，更にその上

位から Inoceramus uwajimensis を多産する.また Mesopuzosia sp，が得られ

た.富内橋凝灰岩の下部にはアンモナイトやイノセラムスの産出が比較的多く，

次の種が得られた . Neoρhylloceras subramosum, Tetragonitesglabrus, G辺u

dηIceras， tenuiliratum, Neoρuzosia sp.Anapachydiscussp. ,Hauericeras sp. ,

Pol]φかchoeras sp. ,Inoceramus amakusensis, 1.naumanni ， などである.上部エ

ゾ層群最上部，すなわち富内橋凝灰岩より上部の地層からは ， Inoceramus

naumanni, Gaudrycerastenuiliratum 等を産出している.

上部エゾ層群の地質時代は，以上述べたアンモナイトやイノセラムスから判

断するとチュウロニアン上部からサントニアンをしめしている.

層厚は，約 1300m と算定される.

V. 3 函淵層群

函淵層群はエゾ累層群最上部の砂岩を主とした組粒岩相である.図幅地域の

この地層は，富内付近からトウナイ川にかけての上部エゾ層群の背斜構造によ

れ分布がその東西両翼に大きく分けられる.図幅地域での主な分布域は背斜
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西翼部であり，ここでは函淵層群の標式地がある夕張市地域から連続し，図幅

中央北部の稲里付近から富内東部を経てルベシペ、沢最上流部に続いている.稲

里付近では，さらに背斜構造により 2 列に分けられるが，そのなかで西側のぺ

ンケオピラルカ沢下流部では，断層により下位の上部エゾ層群や上位の幌内層
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第 3 図 函淵層群柱状対比図

とともにサンドイツチ状に挟まれた複雑な分布を示している.下位の上部エゾ

層群とは整合関係にある.

函淵層群は，岩相から第 3 図に示すようにさらに細かく分けられているが，

地域的な岩相変化が著しく，全域を同一に区分することが困難であるので本図
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幅では函淵層群として一括した.

稲里付近の函淵層群は，北に隣接する「紅葉山」図幅地域から連続するもの

で，小山内ほか (1967) により，下位より砂岩・凝灰岩層，砂岩・シルト岩層，

下部シルト岩層，砂岩・際岩層，上部シルト岩層，砂岩層の 6 層に細分されて

いる.

砂岩・凝灰岩層:灰緑色の粗粒砂岩を主体とし，しばしば指頭大以下の円離

を点在し，最上部には海緑石砂岩をともなっている.凝灰岩はこの地層の中部

に挟在する.灰白色を呈する細粒から粗粒の流紋岩質凝灰岩で，富内付近の上

部エゾ層群中に介在する富内橋凝灰岩に類似する.

砂岩・シルト岩層:下部はシルト岩・砂質泥岩を主体とし，上部は凝灰質砂

岩・シルト岩の互層で，磯岩や凝灰岩の薄層を挟在する.また砂岩中には，炭

質物や組悪な石炭を挟んでいる.

下部シルト岩層:暗灰色塊状の砂質シルト岩を主体とし組粒砂岩を挟在す

る.二枚員や巻貝など海棲員化石を産出する.

砂岩・際岩層:暗緑色の組粒砂岩を主体とし下部に疎岩が発達する.砂岩に

は炭質頁岩やシルト岩を挟在している.醸岩は 5------6m の厚さで図幅地域に広

く追跡される.拳大以下の円際 亜円疎から構成され，磯種は流紋岩や安山岩

など火山岩擦が特徴的である.

上部シルト岩層:暗灰色砂質シルト岩を主体とし，細粒砂岩を挟んでいる.

砂岩層:函淵層群の最上部層で，緑色の粗粒砂岩を主体とする.しばしば 2

------5m の陳岩層や50cm'--"'- 4m の組しような凝灰岩を伴っている.

富内周辺の函淵層群は，かつて松本 (MATSMOTO1942, 1943) ，田中 (1960)

により研究された.ここでは，稲里地域とは層棺がやや異なり，岩相から大き

く 3 区分が可能である.

下部は，松本により富内層と呼ばれたが，緑灰色~青灰色の，ときに含磯部

を伴う塊状の中粒~粗粒砂岩とシルト岩の互層で，数層準に凝灰岩の薄層や粗

悪な石炭層を挟在している.凝灰岩は，下位の富内橋凝灰岩と同様流紋岩質で

あるが，稲里地域にみられた厚い凝灰岩は挟在していない.化石は，田中によ

ると，最下部から Inoceramus orientaris が，また中上部からよ schimidti を産

出している.厚さは，約300m である.
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中部は，松本により下部シルト岩層と呼ばれた.全体を通じ暗灰色無層理の

砂質シルト岩~シルト岩を主体とし石灰質ノジュールを含み，最下部に海緑石

中粒~粗粒砂岩を伴っている.化石は，この地層の比較的下部から NeゆかlIo・

cenω hetonaiensis， Pachidiscus(Neodesmoceras) ja，ρonicus ， Inoceramus

sikotanensis などの産出が報告されている(田中， 1960). 層厚は，約 300m であ

る.稲里地域の下部シルト岩層に相当する.

上部は，松本により深牛層とよばれる.この地層の下部は，厚さ約 50m ほど

の青緑灰色中粒~組粒砂岩からなり，その中に厚さ 10m 前後の厚い醸岩層を挟

在している.中上部は 20----30m の砂岩とシルト岩の互層となり ， Inoceramus

sikotanensis を産出している.この層相は稲里地域の砂岩礁岩層に相当するも

のと考えられ，際岩の際組成も同様に流紋岩など火山岩類に富んでいる.上部

層の厚さは約 200m である.

図幅地域に分布する函淵層群の地質時代は，富内付近から産出するアンモナ

イトやイノセラムスよりカンパニアンからマーストリッヒアンを示している.

VI 古第三系

古第三系は，図幅北方の石狩炭田から連続している.図幅地域では，爽炭層

である石狩層群の分布はみられないが，炭田地域で石狩層群を不整合に広くお

おう幌内層と，その上位の紅葉山層の南方延長部が図幅中央部まで発達してい

る.

VI. I 幌内層

幌内層は，「紅葉山」図幅地域から連続するもので，図幅中央北部のペンケオ

ピラルカ沢沿いから平丘東方の鵡川流域まで分布している.また，図幅北東部

のシユツタノ沢上流部のエゾ累層群分布域の東側にも狭長な分布がみられる.

幌内層と下位のエゾ累層群との関係については「紅葉山」図幅では函淵層群

との聞に不整合関係が知られているが，図幅地域ではほとんどの場合エゾ累層

群の各地層とは断層関係であり，直接の関係を確認できない.ペンケオビラル

カ沢流域では地質構造がかなり複雑で，上部エゾ層群・函淵層群中に断層によ
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り挟みこまれたサンドイツチ状の分布を示している.しかし巨視的にみると，

函淵層群分布域の西側に，摺曲軸にほぼ平行な断層に切られてはいるが，背斜・

向斜を繰り返しながら西方へ，より上位の地層が発達する分布形態をとってい

る.

層相は，全体的に暗灰色を呈し無層理・塊状の単調な泥岩からなっている.

なお，一般にこの地層の基底部は海緑石を含む暗緑色の細粒~粗粒の砂岩であ

るが，図幅地域では確認できなかった.数層準に泥灰質ノジュールを多量に含

む層準がみられるほか，上部には凝灰岩の薄層を挟んでいる.

幌内層は，以上のような層相から地質構造の解明はかなり困難である.この

ため，標式地の夕張地域で手島(1955， 1958) は，大型化石を量的に取扱いA

帯から I 帯までの 9 帯に分帯した.図幅地域から「紅葉山」図幅にまたがる地

域で，小山内ほか (1967) は，手島の手法を用い Ph I-Ph5 の 5 層準に分帯し

第 2 表 幌内層群の貝化石による分帯

手島 (1955) の分帯 小山内ほか (1967) の分帯

幌
200

H 500m Ph5 上部富化石帯 500m+

内

G 300

層
F 180 Ph4 上部貧化石帯 40-90

E 50 Ph3 中部富化石帯 20-90

群 D 95

C 125
Ph2 下部貧化石帯 120-170

B 100
PhI 下部富化石帯 200

A 50
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た.図幅地域ではぺンケオピラルカ沢から石油沢にかけて分帯されたが，この

地域の大部分は Callianassa を多産し Neillonella， Portlandia, Yoldia, Veneriｭ

cardia, Saccell，α などで特徴づけられる Ph5 に属する.この層準は第 2 表に示

したが手島の G-I 帯に比較され，幌内層の比較的上部の層準となっている.

しかしオピラルカ以南の地域については分帯は行われていない.最近，海保

(KAIHO1984a ，b) は，有孔虫による化石層序の研究を行い新たな化石層序を

設定している.

図幅北東部シュッタの沢上流部の幌内層は，従来，岩相から漠然と幌内層に

対比されてきた.しかし海保により Bulimina schwageri で特徴づけられる有孔

虫化石が報告され，幌内層に対比されることがあきらかになった.

層厚は，オピラルカ地域で約 700m ，図幅北東部で 500m と算定される.

VI. 2 紅葉山層

紅葉山層は北に隣接する「紅葉山」図幅北西部の夕張市紅葉山市街付近の夕

張川流域を標式地としている.図幅地域のこの地層は標式地から連続するもの

で，石油沢上流部からパンケオビラルカ沢下流部，穂別市街北部を経てルベシ

ベ沢上流部に分布する.また，厚真川上流部にも新第三系からなる背斜構造の

軸部を形成して小規模に分布する.下位の幌内層とは整合関係にある.なおこ

の地層は，北炭の資料(例えば下河原， 1963) や小山内ほか(1 967) は，幌内

層を不整合におおう中新世の地層として取り扱っている.

図幅地域の紅葉山層の層相は，次に述べるように大部分が砂質シルト岩から

なり，下部の砂岩泥岩互層と上部のシルト岩からなる標式地の夕張川流域の層

様とやや異なる.図幅地域で標式的にみられるパンケオピラルカ沢では，最下

部に約 10m の緑色を帯びた凝灰質砂岩が発達し，幌内層の泥岩層をおおってい

る.その上は全体を通じゃや凝灰質で暗灰色塊状の砂質シルト岩を主とし，部

分的に細粒砂岩となり，また凝灰岩の薄層を挟むが一般に層理の発達が悪い.

泥灰質ノジュールを含み貝化石を産出する.

産出する貝化石は ， Nuculana ゆリ Yoldia sp. ,Macoma sp. , Venerucardia 学，

などで，その要素は幌内層のものと大きな変化はみとめられない(松井・高橋・

1951)•

-13-



海保 (KAIHO， 1984) による有孔虫化石層序学の研究によると，石狩炭田地域

の古第三系は F 1-F8 の 8 つに分けられ，図幅地域の紅葉山層は F8 に相当す

る Nonion ezoensis-Cyclammina ραcifica assemblagezone の有孔中化石を産出

している.

層厚は，パンケオビラルカ沢下流で、 600m と算定される.

VI. 3 幌内層・紅葉山層の地質時代

幌内層・紅葉山層の地質時代は，従来から貝化石と有孔虫化石による時代論

に食い違いがあり，大きな議論が行われてきた.しかし，微化石層序学の進展

により，浮遊性有孔虫 (KAIHO 1983, 1894a) ・石灰質ナンノプランクトン(岡

田， 1981) から，幌内層は中上部始新世に紅葉山層は下部漸新世に属すると考

えられている.

VII 新第三系

新第三系は，古第三系分布域の西側に，図幅地域の大部分を占め広く発達し

ている.下位から滝の上層・川端層・軽舞層・荷菜層の 4 層に区分され，北海

道中軸部西縁に分布する新第三系の全層序がほぼ出そろっている.

VII. I 滝の上層

この地層は，西に隣接する「早来」図幅ではトニカ層，南に隣接する「富JIIJ

図幅では栄層と呼ばれている.図幅地域では，主な分布が夕張市滝の上付近の

滝の上層の標式地から連続するため，この地層名を用いる.

滝の上層の分布は，エゾ累層群で構成される複背斜部の東西両側に大きく分

けられる.複背斜部西側のものは，この地層の標式地から連続する.下位の紅

葉山層を不整合におおい図幅中央北部からパンクーオピラルカ沢・穂別市街北部

を経て，図幅西南部の長知内・貫気別地域へ，エゾ累層群と断層で接しながら

分布している.また，図幅北西隅のショロマ沢および南西部の栄付近に，上位

層とともに形成する背斜構造の軸部に狭小な分布がみとめられる.栄付近のも

のは，南方の「富}IIJ 図幅地域へ西翼を断層で切られながら連続している.
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複背斜東側の滝の上層は，「紅葉山J r岩知志」図幅地域にまたがるもので，

図幅北東隅に分布している.下位の幌内層とは，露頭で確認でかなかったが，

おそらく不整合関係にあると考えられる.また，上部エゾ層群および函淵層群

とは断層で接している.

滝の上層は，最下部に爽炭部を伴う地域もあるが，一般的に下部の，基底磯

岩を伴う砂岩層と，上部の泥岩を主体とする層相に分けられる.

最下部の爽炭層は，図幅地域では穂別市街北方のパンケオビラルカ沢支流の

スミガマの沢最上流部にみとめられる.この地域は，断層および小摺曲の繰り

返しにより，地質構造がかなり複雑で、ある.このため，爽炭層の下限および全

体の層序の組み立ては困難で、あるが，砂岩泥岩の互層中に最大 2m の石炭層を

挟在している.基底瞭岩は，標式的に発達する「紅葉山」図幅地域では下位の

紅葉山層を不整合におおい，かなり明瞭に観察される.図幅地域ではその延長

部が，パンケオビラルカ沢中流およびルベシべ沢上流でわずかに確認されるだ

けである.おもに，拳大以下の円棟~亜円際からなる r紅葉山」図幅地域では，

大量の流紋岩質岩陳によって特徴づけられているが，図幅地域では比較的少な

い.しかしそれより南部の長知内・貫気別付近ではエゾ累層群と境する断層に

より，また図幅西部のショロマ沢・栄付近ではこの地層が背斜軸部を構成する

ため発達していない.また図幅北東部では，露頭条件が悪く確認することが出

来なかった.

下部の砂岩層は，基底瞭岩から漸移し，下部から上部へ組粒砂岩から細粒砂

岩へと移化している.上部はかなり凝灰質になるが，砂岩シルト岩の互層状と

なる.砂岩は一般に緑泥石をふくみ暗緑色を呈しているが，下部に海緑石を伴

う場合が多い.この砂岩中には員化石が密集して産出する.

上部の泥岩層は，暗灰色~黒色の塊状泥岩からなり，一般に層理の発達は悪

い.また風化すると赤褐色になり細片状で割れやすい.また，一般に凝灰岩質

で浮石粒を含むのが特徴である.泥岩層の下半部には，白色~灰白色の酸性凝

灰岩を挟むほか，しばしば泥灰質ノジュールを含んでいる.

凝灰岩は，鍵層として連続的に追跡できなかったが，スミガマの沢上流部に

は厚さ 2"-'3m の凝灰岩層がみとめられる.また図幅北西部，シュロノ沢の背

斜軸部の滝の上層には，泥岩中に凝灰角穣岩状の産状で安山岩塊を伴っている.
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厚さは，厚真川流域，図幅北東部ともに約700m と算定される.

VII. 2 )11 端層

下位の滝の上層同様に「紅葉山」図幅内の標式地，夕張川流域から連続する.

図幅地域では，北西部の厚真川流域でいくつかの背斜・向斜を繰り返しながら

良好に発達し，さらにルベシべ沢中流部を経て，図幅南東部の沙流}I I，額平川

流域に分布している.そのほか図幅南西部の栄付近で滝の上層を軸部とする背

斜構造の東翼部を形成し，さらに図幅北東隅では蛇紋岩体に取り囲まれた形で

下位の滝の上層とともに向斜部を形成し，わずかに分布している.

この地層は，操岩・砂岩・泥岩の周期的互層からなる、ターピダィ γ 相で

特徴づけられる.西に隣接する「早来」図幅では振老層，南の「富JIIJ 図幅で

はアベツ層と呼ばれているが，図幅地域では標式地の川端層から連続するため

この地層名を用いた.下位の滝の上層とは整合漸移しており，滝の上層の泥岩

層が川端層特有の砂岩泥岩互層となるところから川端層として取り扱った.図

幅地域で，標式的に発達する厚真川流域では堆積相の特徴から下部と上部の層

相に大きく区分される(和田， 1977) が，ルベシベ沢に追跡すると両者の区別

は明瞭ではなくなる.栄付近や図幅北東隅の川端層についても同様で、ある.

下部層

下部層は，第 4 図にしめす周期堆積相を主体とした層相で特徴づけられる.

すなわち，数 cm'"'-'15cm 程度の細粒砂岩シルト岩の細互層を主体とし，そのな

かに 1'"'-'4m の間隔で厚さ 20'"'-'80cm の砂岩層を挟在している.

主体となる細粒砂岩シルト岩の互層は，単層ごとに明瞭な級化がみとめられ

平行葉理が発達している.これらの内部構造は，単層の下位より上位に級化部，

平行葉理部そして泥質部と移行するが， Bouma(1962) の斜交葉理部が欠如し

ている場合が多い.このなかでも泥質部の発達が比較的よく，単層の厚さの 1/

2'"'-'2/3 に及んでいる.

挟在する砂岩層は，単層の基部が指頭大の際を混在する中粒~組粒砂岩であ

るが，上部へ漸次細粒化し明瞭な級化構造がみとめられる.この砂岩層の底面

には，一般にフルートキャストやグループキャストなどソールマークがみられ

る.
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ー ー ー ー ーflu t ecast

シルト岩勝ち互層

板状細粒砂岩

中粒~組粒砂岩

シルト岩の偽離を含むことあり

flutecast, groovecast

川端層下部層堆積相概念図第 4 図

厚真川流域での下部層の厚さは，約 300-----850m と算定される.

上部層は，第五図にしめした周期堆積相で特徴づけられる.すなわち，

の周期堆積相は下部から上部へ砂岩礁岩層，砂岩優勢の泥岩との互層，泥岩優

勢の砂岩との互層そして最上部が成層したシルト岩から塊状のシルト岩へとそ

れぞれ漸移している.

基底部の砂岩際岩層は 2m-----15m と厚く，このなかには下位の周期堆積層か

ら削り込まれたシルト岩塊や成層したシルト岩がブロック状に取り込まれてい

1 つ

層部上

る.礁は，指頭大から拳大のものが多いが人頭大以上の巨醸も見出される.様

種はチャート・粘板岩・硬砂岩など古期の堆積岩類を主体とし，花闘岩質岩類

また上位へ漸次厚

などがみとめられる.

砂岩泥岩互層中の砂岩は，ほとんどの場合級化しており，

さを減少させながらシルト岩相に漸移している.
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陳岩~醸岩

ルト岩の偽醸・ブロックを含む

川端層上部層堆積相概念図第 5 図

川端層上部層に発達する周期堆積物

一基底部の醸岩層(厚真川流域)一
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第 7 図 川端層上部層に発達する周期堆積物

中部の砂岩優勢型互層(厚真川流域)一

上部層は，このような周期堆積物層の積み重ねである.一つの周期堆積層の

厚さは数 m---....，，30m 位であるが，最大80m におよぶものがオニキシベ沢でみとめ

られた.厚真川流域での上部層は，この種の周期堆積層が30回程度繰り返され

ている.

上部層の厚さはおよそ700 ---....，， 1200m である.

川端層の古流向

先の地質概説で述べたように，川端層の上層部・下層部に挟在する砂岩層に

は堆積時の古流向を示す有方向の堆積構造が残されている.広く川端層が分布

する厚真川流域での古流向については先に報告しであるが(和田， 1977) ，ここ

に鵡川流域で計測した若干の古流向資料を加え簡単に再録する.

有方向堆積構造としては，供給方向の判別できる堆積構造 (flute cast, curｭ

rentcrescentcast など)と，供給方向の判別できない堆積構造 (groove cast,

striationcast, partinglineation など)とがある.前者の中で，本層にみられ

るのはほとんどが flute cast である.両者を区別してダイヤグラムで表現した

のが第 9 図である.第 10 図は，堆積物が供給された方向を示している.なお，

地質図で示されるように川端層に発達する摺曲構造の摺曲軸は南に沈下(プラ
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第 8 図 砂岩層の底面に発達する flute cast(流痕)

N

s

E

N

s
第 9 図 川端層古流向ダイヤグラム

A: 供給方向の判別しないもの (groove cast, partinglineation など)

B: 供給方向の判別できるもの(fl ute cast , currentcrescentcast など)

ンジ)しているものの，その角度は数度ないし 10 。であるので沈下量による角度

補正は行わなかった.

これで明らかなように，川端層の古流向は側方流が一部にみられるものの，

軸流方向が主要な方向である.また，供給方向としては南西→北東が卓越して

いる.解析した古流向は，夕張川水系に分布する川端層の古流向を解析した長

浜 (1968) と同様な結果を示した.これまでの川端相当層の古流向解析からす

ると，夕張川水系から鵡川水系まで南北 40km の広範囲にわたって，川端層の堆
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第 10 図 厚真川流域の川端層(一部軽舞層の資料も含む)古流向図

1.flutecast 2.groovecast 3.partinglineation
Kl: 川端層下部層. Ku: 川端層上部層.

Kh: 軽舞層硬質頁岩相. Ka: 軽舞層砂岩泥岩互層
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積盆の延長方向と同方向である南西~北東の軸流方向が車越し，主要な供給方

向は南東側からであることが明らかになった.

VII. 3 軽舞層

軽舞層は，西に隣接する「早来」図幅の南部を標式地として命名され，同図

幅地域から連続して図幅南西部に広く発達する.おもに硬質頁岩からなる地層

であるが，鵡川東岸で急激に岩棺が変化し喋岩を主体とした地層に移化し，南

に隣接する「富 }II J 図幅地域に連続する.そこでは，二風谷層と呼ばれている.

図幅地域では，「早来」図幅に従い軽舞層の地層名を用いた.そしてさらに層

相から，硬質頁岩相，砂岩泥岩互層，醸岩相の 3 相に区分した.

硬質頁岩相

軽舞層の主体をなす層相である.標式地を含む「早来」図幅地域では，後述

するが挟在する砂岩泥岩互層により下部硬質頁岩と上部硬質頁岩に二分されて

第 II 図 軽舞層の硬質頁岩部層(オニキシベ沢)

いる.しかし図幅地域西部では砂岩泥岩互層が「早来」図幅地域より連続する

がオニキシべ沢沿いで消滅し図幅全域に追跡できない.したがって，硬質頁岩

相を二分することは困難である.

硬質頁岩相は，下位の川端層と整合漸移している.鵡川以西の地域では，川
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端層とともに背斜・向斜を繰り返しているが，鵡川以東のルベシべ沢から沙流

川に至る地域では南西に傾斜する単斜構造を形成している.しかし図幅南西隅

の荷負・額平川ではその構造は明瞭でない.

層相は，硬質頁岩と泥岩・シルト岩あるいは細粒砂岩との数 cm-------10cm 間隔

の板状の互層であり，ときに最大 1m の暗緑色砂岩を挟んでいる.級化層理が

みられ，いわゆるホ泥質ターピダイトかと呼ばれる層相もある.硬質頁岩は，

一般に灰色~暗灰色の硬質ち密な泥岩で，風化すると角片状または葉片状に割

れ易い.部分的であるがチャート状の珪質頁岩となっている場合がある.また

石灰質ノジュールを伴っている.

硬質頁岩相は砂岩泥岩互層や操岩相に側方変化するため，厚さは地域的に異

なるが，最も標式地的な似湾沢で約1000m と算定される.

砂岩泥岩互層

まえにも述べたが図幅西端の幌内付近に比較的厚い分布がみられるが，オニ

キシべ沢流域で消滅している.青灰色の中粒~粗粒砂岩と泥岩との，砂岩優勢

か砂岩泥岩等量の互層である.級化層理が発達し川端層下部層と類似したター

ピダイト相を示している.

厚さは，幌内付近で100m 程度である.

磯岩相

硬質頁岩から漸移し陳岩を主体とする層相である.硬質頁岩との漸移部は鵡

川東岸の仁和・豊泉周辺でみられる.そこでは，板状泥岩と組粒な含際砂岩と

の互層となっている.分布の主体は，ルベシべ沢下流部から沙流川にいたる地

域で，ゆるやかな傾斜で北に浮き上がる盆状構造を呈している.

様岩は塊状で，指頭大~拳大ときに人頭大の礁を含み，層理の発達は悪い.

基質は比較的軟弱な砂岩からなり，下位の川端層の瞭岩と識別し易い.際岩中

には数 mから数10m 単位で砂岩を挟在し，また泥岩の発達する部分もみられ，

層理が制定できる.機種は，粘板岩や硬砂岩など古期の堆積岩類が多いが，片

麻岩礁が特徴的にみとめられる.

図幅内の分布地域では向斜構造を形成するため上限が不明であるが，厚さは

露出する限り約500m と算定される.
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VII. 4

図幅南西隅に分布する.分布の主体は隣接する「早来J r鵡!I I J r富}IIJ など

の各図幅地域であるが，南に連続する「富}IIJ 図幅の地層名を用いた.なお，

「早来」図幅では萌別層が用いられている.この地層は，下位の軽舞層硬質頁

岩から漸移しており，砂岩・醸岩を挟在するところから荷菜層とした.図幅地

域には，この地層の最下部が分布しているにすぎない.

層相は，主に珪藻質シルト岩と砂岩・際岩との互層であるが，一部硬質頁岩

を挟在するところもこの地層に含めた.層相の側方変化が著しく「早来J r富}IIJ

層菜荷

両図幅で設定した下限とは一致しない.

厚さは，図幅地域で算定される限り，約200m である.

新第三系対比表第 3 表
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VII. 5 新第三系の対比について

まえに述べたように，新第三系は岩相変化が著しいため周辺図幅地域の地層

名が異なり，かなり混乱している.第 3 表に図幅地域と周辺図幅地域および北

海道中軸部西縁の新第三系標準層序(北海道立地下資源調査所， 1980) との対

比を示す.

VIII 第四系

図幅地域の第四系は，段丘面を構成する段丘堆積物と，現河床堆積物に区分

できる.このほか，地質図には示さなかったが，図幅地域のほぼ全域を通じ，

表層部に火山灰の分布がみられる.この火山灰は樽前山起源とされている(火

山灰命名委員会， 1979).

刊I. I 段丘堆積物

地形の項で述べたように，鵡川・穂別川など図幅地域の主要河川沿いには，

数段の河岸段丘が発達しており，その平坦面を構成して段丘堆積物がみられる.

段丘は，比高からおよそ50m を境に高低 2 段に区分した.したがって50m よ

り高いものを段丘堆積物 I ，低いものを段丘堆積物 II とした.

段丘堆積物 I :比高が約60m------80m の段丘面を構成し，鵡川や穂別川流域に

みられる.火山灰など表土におおわれ観察できる露頭が少ないが，道路の切り

割りなどに見られる.堆積物は，一般に拳大程度の擦が多い砂操層である.厚

さは約 3------4m である.

段丘堆積物II: 比高 6'""'-'7m から 30m までの段丘面を構成している.堆積物

は，段丘堆積物 I と同じように砂擦を主体としているが，一部にシルト・粘土

を伴っている.厚さは 5m から 10m におよんでいる.

VllI. 2 現河床堆積物

図幅内の各河川流域に発達している.砂様および粘土からなる.穂別市街以

南の鵡川流域および沙流川流域には比較的幅広く発達している.

-25-



。

司除

口
ロ
コ
ロ
四
日
酉
冨
醐
園

3侃m

第 12図地質構造図

A-B: 第13図 1 第四系 2:軽舞層(荷菜層を含む) 3: 川端層

4 滝の上層 5 古第三系一 6 :函測層群 7:上部エゾ層群 8:中部

エゾ層群 9:人\ツタオマナイ層 10:蛇紋岩

IX 地質構造

本図幅地域は，神居古 j章構造帯の西縁に位置しており，白亜系エゾ累層群や

古第三系・新第三系が，ほぽ N-S~NNW-SSE の方向をもって配列してい

る.そして地質構造は，地層の配列にほぼ平行な摺曲構造とそれに伴われる断

層によって特徴づけられている.第 12 図に示すように図幅地域の地質構造を大

きくみると，図幅中央北部のぺンケオピラルカ沢から図幅南東部の長知内・貫

気別を結ぶ地域を境に，東側の白亜系エゾ累層群からなる摺曲部と，それより

西側の図幅の大部分を占める第三系の摺曲部に分けられる.そして両者の境界
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部は，ぺンケオピラルカ沢沿いにみられるように，エゾ累層群と古第三系が複

雑に入り組んだかなり錯綜したした構造を示している.さらに，図幅北東部を

占める白亜系摺曲部の東側には，新第三系の向斜部が認められる.しかし，蛇

紋岩の分布で特徴づけられる神居古海構造帯の張り出しによりその構造はかな

り乱され複雑になっている.

白亜系摺曲部f

断層によりかなり破壊されているが，上部エゾ層群を軸部とする複背斜構造

を形成している.摺曲は，上部エゾ層群および函淵層群が共に形成する背斜・

向斜の繰り返しで，全体として雁行状の配列がみられる.この摺曲は，軸部が

断層により乱されているが，シュツタの沢からトウナイ川にかけて分布する上

部エゾ層群を軸部とする背斜構造が基本となっている.摺曲軸の方向は，鵡川

より北では NNW-SSE であり，それより以南の地域では局所的に東にふれる

場合もあるが，ほぽ N-S 方向を取っている.摺曲の形態は，垂直に近いかやや

東に傾斜した摺曲軸面を持ち西へ転倒している.地層の転倒度は複背斜西翼の

函淵層群でいちじるしくなり，後で述べる第三系摺曲部へと移化している.

断層は，地層の走向方向と平行かやや斜交し，ほぽ摺曲軸面に沿って発達し

ている.その性格は東傾斜の正断層系が多い.また，岩知志図幅地域に特徴的

にみられた，東西性の胴切り断層も認められる.

第三系摺曲部

古第三系を伴うが，新第三系を主体とする摺曲部である.石油沢付近に認め

られる幌内層の転倒摺曲部から，背斜・向斜を繰り返しながら西に向かつて次

第に，より上位の地層が地表に分布する.この摺曲構造は，厚真川流域に典型

的に発達している.

古第三系の摺曲は，白亜系摺曲部との境界付近に発達する断層により，南に

向かつて暫時切られて構造が解消されている.これに対して，波長の大きい新

第三系の摺曲構造は，南東に向かつて緩く沈下(プランジ)しながらも本図幅

の南西部に広く発達する.しかし，その摺曲構造の形態的特徴は厚真川流域と

穂別川流域とで、はやや異っている.

厚真川流域では，厚真ダム湛水域のショシウシ沢上流から厚真川流域にかけ

て北西~南東方向を示す衝上性の断層が存在する.厚真川に沿う断面図(第13
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第 13図 厚真川流域第三系摺曲部の地質構造

(第 12図 A-B)

Ph: 幌内層. Mj: 紅葉山層. Ta: 滝の上層. KI: 川端層下部層. Ku:III 端

層上部層. Kh: 軽舞層硬質頁岩相. Ka: 軽舞層砂岩泥岩互層.

図)に示すように，この断層の北東側では，夕張川水系の紅葉山地区に発達す

る紅葉山向斜の南東延長部と思われる向斜構造が存在し，滝の上層を中央に紅

葉山層が二列に分布し，それが地形的にも現われている.この向斜構造は，東

翼の傾斜が 40'"'-'60
0

W，西翼の傾斜が 50'"'-'80
0

E とやや西翼の傾斜が大きい向斜

構造である.また，厚真川上流とショシウシ沢との聞の分水嶺を形成する紅葉

山層は，両翼の傾斜が 10'"'-'15° と非常に緩く開いた背斜構造を形成している.

断層の南西側には，半波長 800'"'-'2000m で北西~南東方向の軸を持つ摺曲構

造が発達するため，滝の上層，川端層が繰り返し分布する.南西側に存在する

3 本の背斜構造の中で，最上流の背斜は東翼の傾斜が 50
0

E，西翼の傾斜が

17'"'-'40
0

Wと開いた構造を持ち，断層北東側の摺曲構造と調和的である.下流側

の背斜構造は，東翼の傾斜は 20'"'-'70
0

E であるが，西翼は一部 80'"'-'9 0"W と西傾斜

を示すものの，大部分は 50'"'-'70
0

E と東傾斜で逆転している.いわば，東翼が緩

傾斜で西翼が急傾斜の閉じた非対称摺曲ないしは，西翼が逆転した過摺曲背斜

構造である.厚真夕、ム付近には，この過摺曲背斜の逆転翼をもっ過摺曲向斜構

造が存在する.幌内付近をとおり，北東~南西の軸を持つ背斜構造は逆転傾斜

した翼は持たないものの，西翼の傾斜が 40'"'-'60
0

E，東翼の傾斜が 20'"'-'50
0

W であ

り，やはり西翼に比較して東翼の傾斜が緩い，東緩西急の形態を持つ.

厚真ダム湛水域に発達する過摺曲背斜構造は，鵡川支流のキナウス川流域に

延長される.しかしながら，鵡川流域では東翼が逆転した過摺曲背斜構造の形

態はみられず，東西両翼とも 4必5'"'-'7叩0

更に南側の鵡川左岸域では，傾斜が 30'"'-'4 0"のドーム構造となる.鵡川流域に発
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達する新第三系の摺曲構造は，一般的に波長2000"-'3600m 程度で，両翼の傾斜

が10数度"-'50
0

程度の傾斜を持った緩く開いたドームおよび盆状構造を基本と

する.

鵡川以南の軽舞層磯岩相が発達する地域では，図幅南西部栄付近の滝の上層

を軸として北へ沈む背斜構造以東の地層が，全体として抑揺構造を残している

が，巨視的にみると一つの盆状構造を形成している 栄付近の背斜構造は，南

の富川図幅地域では平取背斜と呼ばれ，かなりの連続性を持つが，栄以北では

西翼に発達する断層のため明瞭でない

穂別川流域では，白亜系摺曲帯とこの平取背斜との聞に分布する新第三系は，

先のような開いたドーム及び盆状構造を形成するが，大きくみれば一つの雄大

な向斜構造を呈している.

断層は，一般に背斜軸部に形成されており，摺曲軸に平行かやや斜交する逆

断層系列のものが多い.とくに紅葉山層を伴い主に滝の上層からなる東側の摺

曲構造では，背斜軸部がかなり破壊されている.厚真川上流部に存在する衝上

性の断層は，断層面そのものは露頭上で確認できない.しかしながら，ショシ

ウシ沢の2.5km 上流において，分布する滝の上層の黒色泥岩が激しい葉片状を

呈し， shear を受けている.この shear zone を境界にして，下流側に分布する

滝の上層の黒色泥岩は，走向が N25"-'300W， 800Wないし垂直の傾斜を持つ.こ

れに対して，上流側に分布する黒色泥岩は N600E ないし東西の走向を持ち，

10"-'200S の緩傾斜を示しさらに上流に分布する下位の紅葉山層に連続する.厚

真川流域においては，走向・傾斜が急変するような現象は見あたらないが，断

層部と思われる位置に石灰質の破砕岩状の岩石が見られる.

白E系摺曲部と第三系摺曲部の境界部

ぺンケオビラルカ沢流域にみられる白亜系摺曲部と第三系摺曲部との境界部

は，白亜系摺曲部西端の過摺曲部が古第三系の幌内層の上に衝上する形態を取

り，逆断層・正断層が複雑に絡み合った断層の集合体である.ここで、は，上部

エゾ層群・函淵層群そして幌内層群が断層により挟まれたサンドイツチ状の形

態を取っている.

この境界部の北方延長は，「紅葉山」図幅地域の，石狩炭田背後の地質構造と

して有名なサヌシュベデッケ付近に延びるものと考えられる.また南部延長は
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ぺンケオビラルカ沢にみられるような錯綜した構造形態はとらないものの，エ

ゾ層群と第三系を境する逆断層として，図幅南東部の貫気別地域へ追跡できる.

東縁部

図幅北東部の岩知志図幅とまたがる地域で，白亜系摺曲部の複背斜東翼に位

置している.断層により落ち込んだ形態で，一部古第三系の幌内層を伴うが，

新第三系の滝の上層・川端層からなる向斜部を形成している.そして，北東部

の各図幅(紅葉山・日高・岩知志)にまたがる神居古漕構造帯から張り出す蛇

紋岩や一部ハツタオマナイ層の隆起部が，向斜部に割り込む形で分布している.

このため，断層によりかなり乱され，複雑な構造形態を取っている.

以上述べた図幅地域の地質構造は，東緩西急の形態、にみられるように，東か

ら西への横押し構造要素を持つ摺曲構造とそれに伴われる断層によって支配さ

れている.これらの構造要因は，北海道中央部の一般的な地質構造と同様に，

北海道の中軸部を構成する東方の日高帯の構造運動に関連するもので，鮮新世

末にそのピークを迎えたものと考えられている.

X 鉱産資源

x. I 石油

図幅地域は， I早来」図幅の振老・軽舞油田を含む勇払産油地の西縁に位置し

ており，各地に油徴が知られている.開発にいたった油田はないが，穂別・キ

ナウスで試掘された記録がある.以下地質調査所 (1957) 及び札幌通産局鉱業

課の資料によりその概要を述べる.

穂、J.l IJ 試掘地

位置:穂別川支流ペンケオピラルカ沢の左沢，石油沢の中流部に位置してい

る.

沿革:明治 23 年 (1890) 頃の発見と言われる.明治 37 年 (1904) 同43 年 (1910)

に手堀井で掘削され小量の油をみたが，いずれも廃坑になっている.大正 11 年

(1 922) 石黒末吉により綱式で 2 坑掘削され， 1 号井は 177m で出油をみ，間欠
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しながら日産約O.36-----0.45kl で第 2 次世界大戦末まで続いたといわれている.

昭和 50 年(1 975) 三貝石油(株)により 2 本の井戸が掘削され， 1 号井は 256m

で10k l! 3 カ月の出油をみたが，機械の故障，坑内障害などにより操業を中止し

ている.昭和 57 年 (1982) 北洋鉱山に鉱業権が移り，現在探鉱を計画中と言わ

れる.

地質・鉱床:試掘地域は，ほぽ直立に近い傾斜を持つ幌内層の泥岩からなる

が，断層によりかなり乱されている.そのやや下流部に背斜構造が推定される.

石油は，おそらく深部のエゾ累層群から由来するもので，断層閉鎖型鉱床と考

えられている.原油は，軽質油・中質油とされている.

キナウス試掘地

位置:穂別町豊田西方及びキナウス川中流部に位置する.

沿革:大正 1 年 (1914) 以後石黒甚助が手堀井で掘削したのが始まりと言わ

れる.その後第 2 次世界大戦中(昭和 16 年-----19 年)石黒・三宅・福井某により，

ロ式 4 坑，綱・ロ式併用 2 坑の計 6 坑(深度 600m) を掘削したが，いずれも不

成功に終っている.

地質・鉱床:川端層からなる背斜構造のほぼ頂部を対象としている.この構

造は豊田南方で沈下する東緩西急の背斜で，軸付近の地層は垂直に近い急傾斜

を示す.

X. 2 石炭

図幅地域には，石狩炭田の爽炭層である石狩層群は分布しないが，函淵層群

及び滝の上層に石炭層を挟在している.各地で，探鉱の記録はあるが，詳細に

ついては不明である.この内パンケオピラルカ沢の滝の上層の石炭について佐

藤ほか(1 950) に基づき概要を述べる.

このパンケオビラルカ沢上流に福寿坑が，同沢北支流スミガマの沢最上流に

新坑が知られているが，生産の実績については不明である.坑口付近の地質は，

断層によりかなり錯綜した地質構造を示すが，石炭層は滝の上層の最下部の砂

岩泥岩互層中に挟在している.炭層はもっとも良好なところで層厚は約 1m 前

後であるが，連続性に乏しい.炭質は低度の歴青炭に属する. (第 14 図)
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Abstract

GeneralRemarks

Thesheetmap"Hobetsu"islocatedinthesouthernpartofcentral

Hokkaido.Itextendsbetween42ー 40' ・ 42 50'lat.and142ー0'-142ー15'long.

ThisareaislocatedonthewesternsideofKamuikotanTectonicbelt,

whichrunsinparallelwiththeHidakabeltfromnorthtosouth.Almostof

thisareaisconsistsofupperCretaceous, PaleogeneandNeogenestrata.

Bisides, thereexistserpentiniteandHattaomanaiFormationofPre-Upper

Cretaceous, bothofwhichmakeuptheKamuikotanTectonicBelt.

Thestratigraphicalsuccessionofthisareaisshowninthefollowing

table.

Quaternary
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Neogene

Paleogene

NinaFormation

KarumaiFormation

KawabataFormation

TakinoueFormation

(MomijiYamaFO 肝rma仰n

PoronaiFormation

LateCretaceous

HakobuchiGroup

UpperYezoGroup

MiddleYezoGroup

Pre-LateCretaceous-HidakaSuperGroup-HattaomanaiFormation

Intrusiverocks

Geology

Serpentinite

RocksofKamuikotanTectonicBelt

TheserocksareHattaomanaiFormationandserpentinite, bothof

whicharedistributedinthenorth-easterncornerofthisarea.Hattaomanai

Formationismainlycomposedofphylliticslate, similartoHattaomanai

FormationfaciesA, exposed"Hidaka"sheetareaofNEpartinthisarea.

Serpentiniteisextendingfromsurroundingsheetareas, andoccurrsinfault

contactwithHattaomanaiFormationandNeogenestrata, originalrocksis

dunnite.

YezoSuper-group

YezoSuper-groupisdistributedinthecentraltoeasternpartofthis

area.Thisisdivdedintothreegroups;MiddleYezo, UpperYezoand

HakobuchiGroupinascendingorder.

TheMiddleYezoGroupiscroppedouttosmallextentinthenortheastｭ

erncornerofthearea, infaultcontactwiththeUpperYezoGroup.Thisis

composedmainly, alternationofsandstoneandmudstone, whichmakeup

turbiditefacies.
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TheUpperYezoGroupisinfaultcontactwiththeMiddleYezoGroup.

Thisconsistofmainlyblackishmudstone, anddarkgraysiltstoneinterｭ

calatedwithacidictuffintheupperpart, andcontainsmanymarlynodules

andfossils.

Inoceramushobetsuensisarefoundinthelowerpart, whereasInocerｭ

amusnaumanniarefoundintheupperpart.Fossilevidencesuggestthat

UpperYezoGroupisregardedasTuroniantoSantonianage.

TheHakobuchiGroupiscomformablyoverliestheUpperYezoGroup.

Thisischaracterizedbycoarsesedimentsconsistingmainlyofsandstones,

andhasbeensubdividedbasedonlithofacies.Lowerportionconsistsof

greenishgraycoarsesandstoneintercalatingwithconglomerate, acidictuff

andcoalseam.Middleportionconsistsofdarkgraysiltstone.Inoceramus

sikotanensis, Neophylocerashetonaiensisarefound , Upperportionconsistsof

conglomerateandcoarsesandstone.Theconglomerateiswidelytraceable.

GeologicalageofthisgroupcorrespondstotheCampaniantoMaastrichｭ

tianageasevidencedbyfossils.

Tertiarysystem

TheTertiarystratadistributedinthisareaarethePalaeogeneandthe

Neogenesystems.ThePaleogenesystemsaredividedintothePoronai

FormationofEoceneageandtheMomijiyamaFormationofOligoceneage

inascendingorder.

Paleogene

ThePoronaiFormationcoversunconformablytheCretaceoussystem,

theformercontactswiththelatterbyfaultsinthisarea.Thisformationis

cutbynorth-southfault , soisnotdistributedinthesouthernareaofthe

Mukawariver.Thisformationconsistalmostthedarkgraycoloredmasｭ

sivemudstone.

TheMomijiyamaFormationcoversconformablythePoronaiFormaｭ

tion.TheMomijiyamaFormationoccupyingthenorthernpart-ofthe

mappedareaconsistsofalternationsoffine-mediumgrainedtuffaceous
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sandstoneandsiltstone.While, tothesoutheast, thesiltstoneincreases

gradually.

Neogene

TheNeogenesysytemsaredividedintotheTakinoue, Kawabata ,

KarumaiandNinaFormationsinascendingorder.TheTakinoueFormaｭ

tionmaybeassignedtotheMiddleMiocene;theKawabataFormationmay

belongtotheMiddle 帽Upper Miocene;theKarumaiFormationmaycorreｭ

spondtotheUpperMionceneandtheNinaformationtothePliocene.

TheTakinoueFormationismainlydistributedintheuppermost

streamoftheAtsumariverbasin.ItcoversunconformablytheMomijiyama

Formation.ThebaseoftheTakinoueFormationhasconglomerate1to5

metersthick.Itconsistsoftuffaceoushardshalesintercalatedwithlayers

ofandesitictuffbrecciaandrhyoliticfinetuff.

TheKawabataFormationcoversconformablytheunderlyingTaｭ

kinoueFormation.Itisanalternationofconglomerate, sandstone, siltstone

andmudstone.Thisformationisdividedintotwomembers.Thealternation

ofthesiltstoneandsandstoneispredominantinthelowermember, while,

thatofsandstoneandconglomerateintheupper.Thesedepositsrangein

thicknessfrom1000to2000meters.

Variouskindsofsolemarkingcanbeobservedonthebottomsurface

ofsandstonelayersofthisformation.Theycomprisesuchdirectional

currentstructuresasflutecasts, currentcrescentcastsandgroovecasts.On

thebasisofthesesolemarkings, thepalaeocurrentoftheformationis

presumedbeatrendfromsoutheasttonorthwest.

TheKarumaiFormationoverliesconformablyunderlyingKawabata

formationandisdividedintotwomembersonthebasisoftheirfacies.One

ofthemcomprisesmainlysocalled"hardshale"whechisdevelopedinthe

lowerpart.While, theconglomerateincreasesinvolumetowardtheupper

part.Cross-beddedconglomeratepredominatesinthemiddleandupper

parts.
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TheNinaFormationisdistributedinthesouthwesternpartofthis

mappedarea.Itconsistsofdiatomaceoussiltstoneandgraycoloredmudｭ

stone.

Structuralgeology

Thisinvestigatedareaissituatedalongthewesternboundaryofthe

KamuikotanTectonicBelt.ThebedofthisareagenerallystrikesN-Sor

NNW-SSE.Asawhole, theCretaceousFoldedZoneandtheTertiary

FoldedZoneareofimportanceinthemappedarea.Thelattercanbe

remarkablyobservedintheAtsumariverbasin.Itischaracterizedbythe

asymmetricalanticlinestructure.Ingeneral, theeastflankoftheanticline

showmoresteepdippingthanthewestflank.While, thewestflankdisplays

inpartoverturning.

Thesefoldingaxisplungetowardsoutheastatalowangle. The

foldingshapechangestothesymmetricalintheMukawariverbasen.

Thefaultsobservedinthisareacanbeclassifiedintotwosystems.One

isthelongitudinalfaultsystemwhichisahigh-anglereverseornormal

fault.ThethrustwhichstrikesN30"W isdevelopedattheuppermostpart

oftheAtsumariverbasin.Theotheristhetransversefaultsystemwhichis

aleft-handedwrenchfaultandisdevelopedmainlyintheCretaceousFolded

Zone.

Onthebasisoftheasymmetricalfoldingandthereversefaultsdipping

towordtheeast, itisconsideredthatthisareawassubjectedtocompresｭ

sionalstressfromtheeast.Thistectonicdisturbancewascausedbythe

upheavalmovementoftheHidakaMountainRange.Itcontinueduntilthe

latePliocene.
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MineralResources

Petroleum

ThissheetmapareaissituatedintheeasternpartoftheYufutsuoil

field.OilseepagesarefrequentlyfoundinthePoronaiandtheKawabata

formations.ExploratorywellsweredrilledatHobetsuandKinausareas,

butoilwasnotproducedinthisarea.

Coal

CoalseamsareinterstratifiedintheHakobuchigroupandthebasal

partoftheTakinoueformation.Asmallamountofcoalwasproduced

before, butlargeproductionisnotexpectedfromthesedeposits.
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